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　【目的】「長期化する親への依存」は、先進諸国の若者に見られる共通現象である。日

本の高等教育においては、学生は親への経済的依存により学生生活を送ることが出来る特

徴を持っている。そのことが自立を遅らせる主要な要因となっている。そこで本研究は、

教育費負担が少なく卒業後の職業への参入が明確な専門学校生を取り上げて成人期への移

行過程を分析し、高等教育の費用負担はじめ教育システムの違いが自立を促進しているこ

とを明らかにする。

　【方法】研究名称：青年の自立と家族意識に関する調査研究（千葉大学犬塚先、宮本み

ち子ら）　調査期間:1998年７月～10 月、自記式質問紙法による調査を実施。対象者：

専門学校生124名、大学生466名、米アラバマ大生182 名。調査項目：経済的依存、意識、

大人指標、家庭内ルール、家庭内役割、親子関係絆、行動等。専門学校生・大学生のデー

タを用いて集計分析をおこなった。

　【分析結果】　専門学校生は、①奨学金、授業料、学生寮などの教育費をとりまく制度に

より親への経済的依存度が少なく親からの独立移行が可能であること。②専門的職業教育

を受けることにより資格を取得でき職業上の移行が可能であること。③大人指標の重要要

件である労働市場への参入が高率で保障されていること、さらに④自立規範も大学生に比

べ高く、成人期移行への標準的パターンが確立しているといえる。
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現代の結婚観と夫婦別姓に関する研究

○和田　水穂　犬飼　亜子　（埼玉大学）

　【目的】　ライフスタイルや個人の価値観が多様化する現代では、結婚観や結婚形態も変

化が生じている。また、女性の社会進出に伴い、仕事上の不都合やアイデンティティー喪

失等を理由に、結婚後の改姓に反対したり、旧姓を使用し続けることへの要求が増えてい

る。そこで、本研究では、結婚観と央婦別姓や姓に対する意識の実態を解明し、関係につ

いて検討するために、首都圏在住の男女の実態調査を行い、性別で比較研究を行った。

　【方法】　首都圏在住の青年期の男性59名、女性60 名の計119名を対象に、1999年４

月から７月まで質問紙調査を実施した。（回収率88. 4%）

　【結果】　対象者のうち、特に女性は、男女平等や個人の生き方の自由に対する意識が高

いが、それらが直接「姓」に反映されていなかった。つまり、夫婦の姓の選択においては

男女平等意識が低く、女性が男性の姓に改姓するといった画一的な考えが多かった。この

背景には、男性が主で女性は従が望ましいといったジェンダー観が、男性はもとより、女
性にも依然として根強＜潜んでいることが考えられた。

　これを解決するためには、一人ひとりが「姓の重み」を確認することが必要である。姓

について考えることは、自分自身の男女観や家族観を見直し、生き方をより明確にしてい

く上で重要となる。また、自他のそれを知り、受け入れる機会をもつ結果、さまざまな生

き方を選択でき、個人が尊重される社会になっていくと考えられた。


